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審 査 結 果 の 要 旨
今 日,抗 体 は微量物質の測定 に欠 くこ とので きない機能性器材 となってお り,生 命科学,環 境科学,医
療科学な どにお いて幅広 く用 い られてい る。抗体 の親和性,特 異性 は測定系 の信頼度,感 度 に大 き く影響
する。蛋 白質等 の高分子化合物 では,そ れ 自身抗原性 を持 ち,抗 体の調製が比較 的容易であ る。そればか
りか,抗 原 の分 子 量 が大 きい結 果,認 識 部 位 の 異 な る2種 類 の 抗 体 を用 い る 非 競 合 型 のtwo-site
immunometricassayが可能であ り,感 度,特 異性 に優れ る測定系 の構築 がで きる。一 方,低 分子化 合物 で
は,そ れ自身抗原性 を持たないため,抗 体の調 製 にはあ らか じめ キャリアー蛋 白質 との複合体 に導 く必 要
がある。 その結果得 られ る抗体 の抗原 に対す る親和性 が低 く,し か も特異性がハ プテ ンーキャリアー蛋 白
質の構造 に大 きく影響 されるため,感 度,特 異性 に優 れる測定系の構築は大変 に困難 な課題 であ る。本研
究 では,特 に高い特異性 の得難 いプロス タノイ ドを取 り上 げ,フ ァー ジデ ィスプ レイ とい う新 らたな手法
を導 入 して,人 工抗体 の調製 に基礎 的検討 を加 えた ものである。
先ず モ デル化合物 と して11-dehydro-thromboxaneB2(ll-DX)を取 り上げ,こ れ をkeyholelimpet
haemocyanin(KLH)との複合体 に導 いた後免疫 し,そ の脾細胞0)RNAを精製 して,lightchain(LC)及
びheavychain(HC)遺伝子 を増幅 し,Fabフラグメン トのライブラリーを作 成 した。次 いでこれをEcolf
に トラ ンスフ ォーメー シ ョンし,抗 原 を用いてパ ンニ ング操作 に付 した。 しか し,従 来 のパ ンニ ング操作
では,期 待す るフラグメン トが得 られなか った。 これは,抗 原 に強い親和性 を持つ フラグメン トが溶出操
作 で回収 され なか ったため と考 え られた。そ こで磁 気 ビーズを用 いるMACS一パ ンニ ング法 を考案 し,適
用 した結果,,初期 の 目的を達成する ことが で きた。
次 に 目的 とす るクロー ンを可溶性Fabフラグメ ン トに変換 し,ll-TX一牛血清 アル ブ ミン複 合体 に対す る
親和性 と特異性 を吟味 した。 その結果,他 の同族体 に対す る特異1生は,期 待 したほ どで はなか ったが,得
られたFabフラグメ ン トは11-Txのオープンフォrム に対 してよ り親和性が高 く,lx1ぴMで あった。
以上,本 研 究 は低 分子化合物 に対す る抗体の調 製に,フ ァージデ ィスプ レイ法 という新 たな手法 を導入
す るこ とによって,野生型 よ りはるか に高い親和性 と特異性 を持つ人工抗体の入手で きる可能性 を示 した。
よって,本 論文 は博士(薬 学)の 学位論文 どして合格 と認 める。
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